
命命をを 守守るためにるために

共助 公助

地
域
の
関
係
を
深
め

防
災
力
を
高
め
よ
う

自
主
防
災
組
織
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

自助・共助で、
安心・安全を

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め

に
地
域
住
民
で
つ
く
り
、
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う

組
織
で
す
。
庄
内
町
で
は
、
全
1
1
5
集
落
で
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
で
定
期
的
に
防
災
訓
練
や
備
蓄

資
機
材
の
整
備
を
行
い
、
住
民
の
防
災
意
識
や
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
だ
け
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
や
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。
隣
近
所
に
ど
う
い
う
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
、

も
し
も
の
時
に
一
人
で
避
難
が
で
き
ず
支
援
が
必
要
な

人
は
い
な
い
か
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
支
え
合
え
る

地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防
災
・
減
災
に
お
け
る

自
助
・
共
助
・
公
助

助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ

一
人
ひ
と
り
が
も
し
も
に
備
え
て

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
「
自
助
」
「
共
助
」
「
公

助
」
を
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
自
治
体
の
職
員
も
被
災
す
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
救
助
・
援
助
活
動
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
、

行
政
機
能
が
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

災
害
被
災
直
後
の
「
公
助
」
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
「
自
助
」

「
共
助
」
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
身
を
守
る
の
は
自
助
の
力
で
す
。
自
分
ひ
と

り
で
は
対
応
で
き
な
い
と
き
に
頼
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
共
助
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
が
可
能
な
ら
ば

共
助
に
参
加
す
る
意
識
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

共
助
と
公
助
の
連
携
に
よ
り
状
況
を
安
定
さ
せ
、
復

旧
・
復
興
へ
と
向
か
い
ま
す
。
公
助
の
支
援
が
円
滑
に

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
届
く
た
め
に
は
、
共
助
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
早
期
に

復
旧
・
復
興
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
携
は
と
て

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

昨年の元日、石川県能登地方を中心に発生した大規模な地震。正月早々に目を覆いたくなるようなニュー
スが飛び込んできました。あの日、庄内町は震度３を計測し、庄内では津波警報が発令された地域もあ

りました。
　庄内平野に位置する「庄内平野東縁断層帯」が活動した場合、その地震の規模はマグニチュード7.5程度に
なると推定されています。新しい年も自分の命を守る行動ができるよう、家族が集まるこの時期に防災につい
て再確認しましょう。

　
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
、

各
種
災
害
時
に
適
し
た
安
全
な
場
所
を
把
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
家
庭
内
に
防
災
グ
ッ
ズ
、
食
料
、
薬
な
ど

を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
家
具

の
転
倒
対
策
を
実
践
す
る
な
ど
、
防
災
の
意
識
を
高
め
、

知
識
を
身
に
つ
け
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

自助
自分や家族の命は
自分たちで守る

地域や近隣住民が互
いに協力し助け合う

行政や消防機関によ
る救助、援助など

　私が防災士の講習を受講したのは、
集落役員として自主防災活動の充実
を図りたいという思いからです。防
災士の資格取得が大事なのではなく、
取得後に何をするかが重要なのだと
いう講師の言葉が印象に残りました。
「助けられる人」ではなく「助ける
人」を目指すために、まず、自宅の
防災対策の再点検から始めたいと思
います。自主防災会では、防災意識
の啓発活動を行い、非常時持ち出し
袋と家庭内の備蓄や、避難時に簡単
に電気ブレーカーを落とせる引っか
け棒などの準備を推進し
ていきます。今後は、避
難所の開設運営訓練にも
積極的に携わってい
きたいです。

災害が発生した際は「自らの生命は自ら守る」という
自助の考え方と「自分たちの町は自分たちで守る」と
いう共助の考え方が欠かせません。

【東日本大震災】
　釡石市の児童が日ごろの防災教育や防災訓
練での学びを生かして、発災後、素早く高齢
の家族や近隣住民に避難を促し、支援したこ
とが、多くの命を救うことにつながりました。
【阪神・淡路大震災】
　倒壊家屋の下から救出された人の約80%
が、家族や近隣住民に救出された方々です。

藤井清司さん（杉浦）

防災士に聞く

町では、防災意識高揚のため、防災士
資格の取得を奨励しています。今年度
講習を受講された方をご紹介します。

※写真は能登半島地震の被害の様子です。
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大
地
震
に
備
え
よ

冬
の

①

② ③ ⑤

④

雪対策

寒さ対策 火災対策
非常用持ち出し袋
の用意

感染症対策

�　積雪、凍結時は避難に時間がかかり
ます。避難路を確認しておきましょう。
また、積雪時に避難路を実際に歩いて
みて経路に障害となるものがないかも
併せて確認しましょう。

　避難の際は、移動中に転倒して負傷
しないよう、路面状況を確認して慌て
ずに避難しましょう。

　冬の避難では低体温症への注意が必
要です。防寒用品を準備しましょう。

　暖房器具の使用時は、火災が起きな
いよう注意しましょう。

　避難所は一時的に避難する場所であ
り、食料などの備蓄は数に限りがあり
ます。リュックサックなどに必要なも
のをまとめ、避難所へ向かう際にすぐ
持ち出せる場所に置いておきましょう。

　冬は感染症が流行します。避難先で
の感染症対策が重要です。

　地震による落雪や雪崩で避難路がふ
さがれるおそれがあります。危険な場
所を確認しておきましょう。積雪で避
難口がふさがれていると避難できませ
ん。玄関、裏口、窓や家の周り
の除雪をしておきましょう。

　積雪で車が動けなくなる場合があり
ます。車には、スコップ、けん引ロー
プや毛布などを用意しておきましょう。
万一、立往生となった場合は、マフラ
ーの周りの除雪を行いましょう。
※�マフラーが雪に埋まると排気ガスが
車内に逆流し、一酸化炭素中
毒を起こす可能性があ
ります。

避難路を確認 除雪し避難口を確保 乗車中、動けなくなったら

普段から用意しておけば心配なし！

Point PointPoint

【避難時に着用】
□帽子　□手袋　□防寒着
【避難先で使用】
□�保温性の高い衣類
（下着、靴下、ジャンパー）
□毛布　□使い捨てカイロ　
□保温用シート
□�停電でも使えるポータブル暖
房器具

□�暖房器具などの周りを整頓して、
燃えるものは置かない

□揺れが収まったら火を消す
□�避難する時はブレーカーを落とし
ガスの元栓を閉める

□マスク　□体温計　
□手指の消毒液　□ごみ袋
□上履き（スリッパなど）
□石鹸　□ウエットティッシュ

持ち出し品の例

地震対策で大切な5つのこと
①雪対策
②寒さ対策
③火災対策
④感染症対策
⑤非常用持ち出し袋の用意

□貴重品類（現金、預金通帳など）
□身分証明書のコピー
□緊急時の家族・親戚などの連絡先
□食料、飲料水
□常備薬、おくすり手帳
□軍手、雨具など
□着替え、タオルなど
□筆記用具
□携帯ラジオ、懐中電灯、乾電池など
□ペット用品

冬の

■
問
合
せ
：
環
境
防
災
課
危
機
管
理
係
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